
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党 前杉並区議会議員 

杉並区民新聞  2024 年８月号外 杉並区民新聞社 本天沼 2-15-12 日本共産党杉並地区委員会は以上の見解を発表しました。 

 

８
月
２
日
～
４
日
に
産
業
商
工
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
す
ぎ
な
み
ピ
ー
ス
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。
主
催
は
同
実
行
委
員
会
、
杉
並
区
と
区

教
育
委
員
会
が
後
援
。
毎
年
夏
に
開
催
さ
れ
て
い
る
平
和
の
た
め
の
展
示
で
す
。 

杉
並
か
ら
始
ま
っ
た
原
水
禁
運
動
な
ど 

市
民
に
よ
る
展
示
会 

X（旧 Twitter）ID 
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「
当
時
の
川
柳
界
は
男
性
ば
か
り

で
し
た
が
、
今
は
女
性
の
方
が
多
い
ん

で
す
よ
。
」
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
平
さ
ん
が
詳
し
く
説
明
し
て

く
れ
ま
し
た
。 

戦
場
化
が
進
む
沖
縄
や
イ
ス
ラ
エ

ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
、
６
月
に
開
催

さ
れ
た
若
者
憲
法
集
会
な
ど
現
在
の

状
況
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

市
民
に
よ
る
展
示
の
魅
力 

私
は
毎
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

見
学
し
て
い
ま
す
が
、
情
勢
を
受
け
て

新
た
な
展
示
が
あ
る
こ
と
や
、
市
民
に

よ
る
実
行
委
員
会
形
式
の
開
催
な
の

で
、
様
々
な
平
和
運
動
も
紹
介
さ
れ
て

い
る
の
が
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

日
は
土
建
杉
並
支
部
青
年
部
の
メ
ン

バ
ー
や
中
高
生
ら
も
訪
れ
て
見
学
し
、

説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

武
田
美
通
氏
の
鉄
の
造
形 

 

会
場
に
入
る
と
す
ぐ
に
目
に
入
る

の
が
、
武
田
美
通
氏
の
鉄
の
造
形
「
帰

還
兵
が
問
う
」
で
す
。
氏
の
作
品
は

こ
の
間
各
地
で
話
題
に
な
っ
て
お

り
、
ぜ
ひ
観
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
錆
び
た
鉄
で
で
き
た
兵
士

の
姿
を
し
た
骸
骨
が
、
見
学
者
に
強

烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま
す
。 

杉
並
発
祥
の
原
水
禁
署
名
運
動 

杉
並
か
ら
始
ま
っ
た
原
水
爆
禁
止

署
名
運
動
も
し
っ
か
り
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
１
９
５
４
年
の
ビ
キ

ニ
水
爆
実
験
か
ら
原
水
禁
大
会
の
開

催
に
至
る
ま
で
の
経
過
の
他
、
実
際

の
署
名
用
紙
や
署
名
協
力
の
店
ス
テ

ッ
カ
ー
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、

当
時
の
区
内
で
の
立
場
を
超
え
た
運

動
の
熱
気
や
広
が
り
を
感
じ
さ
せ
る

も
の
で
し
た
。 

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
悲
惨
さ 

「
原
爆
と
人
間
」
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
の
原
爆
の

悲
惨
さ
を
伝
え
る
パ
ネ
ル
と
と
も
に
、

高
校
生
が
描
い
た
原
爆
画
も
展
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
２
０
０
７
年
か
ら
広

島
の
高
校
生
と
証
言
者
等
が
、
被
爆
者

の
記
憶
に
残
る
光
景
を
共
同
で
制
作

し
て
い
る
も
の
で
、
広
島
の
平
和
記
念

資
料
館
に
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

作
品
と
し
て
の
価
値
と
と
も
に
、
戦

争
や
被
爆
体
験
の
継
承
が
求
め
ら
れ

て
い
る
今
、
本
当
に
大
切
な
取
り
組
み

だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

杉
並
の
女
性
平
和
川
柳
の
群
像 

興
味
深
い
の
は
杉
並
の
女
性
平
和

川
柳
の
コ
ー
ナ
ー
で
し
た
。
馬
橋
に
住

ん
だ
反
戦
川
柳
作
家
の
鶴
彬
は
も
ち

ろ
ん
、
井
上
剣
花
房
・
信
子
夫
妻
の
活

動
や
、
当
時
の
女
性
た
ち
が
詠
ん
だ
人

間
性
や
生
活
感
溢
れ
る
川
柳
作
品
や

そ
の
背
景
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

核兵器・戦争は NO！ 

日本共産党 前杉並区議会議員 

 

 



   

あなたの賃金は大丈夫？ 

 

な
る
時
給
額
で
す
。 

最
低
賃
金
は
毎
年
、
都
道
府
県
ご

と
に
決
め
ら
れ
て
お
り
、
東
京
都
は

１
，
１
１
３
円
。
全
国
で
一
番
高
い
設

定
で
す
。
し
か
し
、
最
低
賃
金
で
は
と

て
も
生
活
が
成
り
立
た
な
い
と
い
う

の
が
現
実
で
す
。
杉
並
区
の
公
契
約

条
例
で
定
め
る
今
年
の
労
働
報
酬
下

限
額
は
、
委
託
・
指
定
管
理
で
１
，
２

３
１
円
。
工
事
関
係
で
は
都
の
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価
の
９
０
％
と

し
、
職
種
別
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

区
は
受
注
者
に
向
け
、
周
知
ポ
ス

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

区
役
所
に
行
く
用
事
が
あ
り
、
２

階
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
平
和
展
」
を
少

し
だ
け
見
学
。
今
年
は
「
ビ
キ
ニ
環
礁

で
起
き
た
こ
と
」
が
テ
ー
マ
で
し
た
。 

ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
で
被
災
し
た
第

五
福
龍
丸
。
帰
港
後
の
乗
組
員
の
状

況
や
当
時
の
マ
グ
ロ
の
放
射
線
測
定

に
使
わ
れ
た
ガ
イ
ガ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー

な
ど
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

同
じ
く
被
害
に
遭
っ
た
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
の
実
態
、
区
政
施
行
90
周
年

の
際
の
原
水
爆
禁
止
署
名
運
動
パ
ネ

ル
な
ど
、
思
い
の
外
詳
し
い
展
示
が
。 

   

被
爆
者
団
体
の
光
友
会
や
市
民
が

「
杉
並
に
も
平
和
資
料
館
を
」
と
要

望
し
、
私
も
議
会
で
取
り
上
げ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
杉
並
区
の
持
つ
こ

れ
ら
の
平
和
の
財
産
を
も
っ
と
積
極

的
に
活
か
せ
た
ら
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

あ
き
こ
の
部
屋 

日
本
で
は
賃
金
や
年
金
が
上
が
ら

な
い
も
と
、
７
月
の
都
知
事
選
で
も

「
公
契
約
条
例
」
は
蓮
舫
候
補
の
目
玉

政
策
に
も
な
り
ま
し
た
。 

公
共
事
業
で
働
く
人
の
最
低
賃
金

を
条
例
で
制
定
す
る
こ
と
で
、
民
間
労

働
者
へ
の
普
及
や
公
共
事
業
・
サ
ー
ビ

ス
の
品
質
確
保
、
地
域
経
済
の
活
性
化

な
ど
を
目
指
す
も
の
で
す
。 

「
労
働
報
酬
下
限
額
」を
設
定 

 

労
働
報
酬
下
限
額
と
は
、
公
契
約
の

受
注
者
が
労
働
者
に
対
し
て
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
賃
金
の
下
限
と

 

区内の公共事業の現場や職場などで配られる

「公契約条例周知カード」。 

▲上は工事関係。▼下は委託・指定管理。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杉
並
区
で
は
、
公
共
事
業
に
従
事
す
る
労
働
者
等
の
最
低
賃
金
や
労
働
条
件

確
保
の
た
め
、
２
０
２
０
年
に
公
契
約
条
例
を
制
定
し
て
い
ま
す
。 

杉
並
区
最
賃
や
労
働
条
件
を
徹
底
す
る
周
知
カ
ー
ド
を
普
及 

タ
ー
を
現
場
に
提
示
し
た
り
、
労

働
者
に
周
知
カ
ー
ド(

左
記)

の
配

布
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

疑
義
の
場
合
は
区
が
チ
ェ
ッ
ク 

労
働
者
か
ら
、
賃
金
が
労
働
報

酬
下
限
額
を
下
回
っ
て
い
る
な
ど

の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
、
区
は

必
要
に
応
じ
て
受
注
者
に
対
し
て

賃
金
の
支
払
い
に
関
す
る
報
告
を

要
求
し
た
り
、
立
入
調
査
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

み
な
さ
ん
の
周
り
で
も
区
の
委

託
や
公
共
事
業
な
ど
で
働
く
方
が

い
れ
ば
、
賃
金
が
労
働
報
酬
下
限

額
を
下
回
っ
て
い
な
い
か
、
確
認

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

工事関係の職種ごとの労働報 

酬下限額を示した「公契約条 

例周知ポスター」はこちら▶ 
 

 

毎週 水・金曜 ２～４時半 
会場 日本共産党杉並地区委員会 

   高円寺南３-30-12 

電話 03-3314-5551 

※予約は必要ありません。 

当日現地で先着順です。 

 


